
3 つのグループに別れて「地域の部活」になりそうなことや活用の課題についても話し合いました。

羽根木区民集会所
利活用作戦会議
第2回のまとめ

日時 2024（令和 6）年 11月 24日
 10 時～12時
場所 新代田区民集会所　体育室
参加者 16 人
テーマ 「こんな使い方ができたらいいな」

を考えよう！

第3回　羽根木区民集会所利活用作戦会議
日　時：2024（令和 6）年 12月 8日 ( 日） 10 時～12時
場　所：新代田区民集会所　体育室
主　催 ：世田谷区 北沢総合支所 地域振興課 生涯学習・施設
申込・問合せ ：電話 03̶5478̶8045　FAX03̶5478̶8004

羽根木区民集会所を、地域の交流や活動を
豊かにしていく場所とするため「第 2 回羽根
木区民集会所利活用作戦会議」を開催しまし
た。
第 2 回目は、第 1 回目に出された羽根木区
民集会所をとりまくさまざまな活動の中から、
実際に集会所で活動ができそうなものや、やっ
てみたいものを出し合いました。
第 3 回は、第 1 回、第 2 回の検討結果をも
とに「利活用計画」を検討し、できることか
らスタートすることを考えます。

第 2回のようす

第 3 回からの参加もできますので、地域
の方々でお声がけをして、より多くの方々の
ご参加をお待ちしています。

第2回
11/24( 日 )
10～12時

第1回
11/9( 土 )
10～12時

第3回
12/8( 日 )
10～12時

羽根木地域のこ
んなつながり、
こんな活動

これからどんな
活動やつながり
を作りたいです
か？

「こんな使い方
ができたらいい
な」を考えよ
う！

使い合う仲間や
知り合いを増や
すには？

まずは「ここか
ら」自分たちが
できるお試し活
動を検討

利活用計画をつ
くってみる

「利活用作戦会議」の進め方

●地域の部活になりそうなアイデア
◎地域の先生　※多彩な能力をお持ちの地域の方
から学ぶ場

・折り紙／英語／海外事情（海外からの住民も多
い）／刺繍／英語の子ども向けレッスン／演劇
（地域の人が役者になってひとつの舞台をつく
れたら面白い）／書道（源氏物語の一節を書く
「ひとときだけ紫式部になってみませんか」）／
あみもの手芸（ちょっとした小物づくり）
◎遊び場　※仲間同士で声かけして集まる
・ボードゲーム／モルック／UNO／ボッチャ（誰
もができるスポーツ）／健康マージャン（まず
はお試しで）
◎紙芝居
・ウクレレで紙芝居をする方がいる

◎学習支援活動　※子どもの学習支援。勉強、遊び、
交流、相談。地域の人も教えて関わる

・学習ルーム／おしゃべりルーム
◎読書部　※本を売らない本屋やおすすめの本の
交換会

・読書会は最初に集会所を立ち上げた世代が続け
ている
◎やってみたい活動
・手話の講習会／折り紙／ミニ盆栽教室／歌った
り踊ったりする
◎文化人の会 
・地域の文化人の方の作品展示
・地域の文化人とのお話会
◎ランチの会　※ひとり暮らし高齢者むけの昼食
コミュニケーション

●地域のコミュニティ拠点として
◎たすけあいの拠点　※地域ボランティアの拠点
にして気軽に手伝える環境づくり

・なんでも相談室／赤ちゃん休憩室
◎まち歩きの拠点　※羽根木地区の中心なので、
羽根木の歴史、防災マップなど→まち歩きの結
果を集会所に掲示
◎おもちゃ交換会
◎多様な居場所
・不登校の子どもがくつろげる居場所／車いす使
用者の居場所（バリアフリー）

◎子ども、親子対象の活動
・子育て交流ひろば／絵本の読み聞かせ／体操／
乳幼児のつどい／親子で遊ぶ場（小さな子ども
対象で親子が 2 人きりにならなくて良い時間を
作りたい）

・絵本・手作りおもちゃ
◎「地域の部室」で人材確保　
・いろいろなことが得意な人を見つけて、地域さ
さえあい活動（サロン）を広げていく

・社協のサポーター制度と連携

●使う上での課題
◎設備について
・スペースに限界→ストレッチは 5 人までなど人
数のイメージを明確にする

・用具の見直し→使われてない急須など
・掃除用具入れを1か所にまとめては？
・トイレは少し広い多目的トイレにした方がオム
ツ交換もできるし有意義ではないか

・（ゲームなどの）道具入れは必要
◎ルールづくり
・食事（ランチ会）ができるか
・掃除道具入れは使って良いか分からない
・自分たちで、用具を使いやすくしたり使い終わっ
た際のルールを見直していくことも必要

◎道具はどうする？
・地域で持ち寄る
・マージャン卓（2台くらいあると良い）
・ボッチャの道具は持って来られる方がいる
・高価なものは買わなくてもできる工夫（ボッチャ
用具が高いので「バッチャ」を考案した）

・小さな子ども（乳幼児）用のプレイマットがあ
ればよい（床が冷たい）
◎運用、運営のまとめ役
・まとめ役が必要では？（１～２名）
・部室運営委員会をつくる→地域のメンバーで自治
・活動中の責任者、部活への登録方法はどんな感
じだろうか。

・若いお母さんが活動を運営するのは難しいので
サポーターが必要

●進め方のアイデア
・掲示板に「やりたいこと」を募って、とりあえ
ず全部やってみる。

・活動を立ち上げ継続していくのは大変。全 10 回
とかの講座にして終了できるのが良い。やって
みて継続したければ活動を立ち上げる方式。



羽根木区民集会所　利活用の３つのパターン

住民の自主的な
居場所活動

仮称「地域の部活動」を
立ち上げ、この場所を「地
域の部室」として利用し
ます

「地域の部活動」として始
めた活動が「けやきネッ
ト登録団体」に発展・成
長していくことを目指し
ます

全体で利用率の向上を目指します

活動の運営を担う
管理者がいる

けやきネットで利用する
お互いの運営管理
で利用する

地域や行政のニーズに
対応する

・健康サロン
・子育てサロン
・自習室などの開催

・これからも必要に応じ
て、検討していきます

・けやきネットの
登録団体として
さまざまな活動
をする

登録団体を増やしていく

・「地域の部活動」と
して、みんなで居
場所を運営する

部活利用登録者の顔見知りに
よる利用ができるようにする

・登録団体同士の自主運営
・けやき団体登録までに至らない活動や
人材を発掘
・この時間帯に利用できる

第1回作戦会議でのご意見をもとに、
第2回作戦会議で事務局から提案し、
今後、この方向で検討することになり
ました。

「ちょっとやってみたい」
という地域の活動

・団体の立ち上げや登録の
支援なども検討します

発
展
・
成
長

※3人～5人くらいの仲間で、ちょっ
としたおしゃべりの会をしたり、得
意なことを教え合ったり…

※そんな身近な活動をするときに、羽
根木区民集会所が使えたら良いので
はないか？　それを実現する場所が
「地域の部室」です。

※たとえば週 1～2回、気軽に集会所
が使えたら、可能性が広がりそうで
す。

※羽根木区民集会所の周辺にたくさん
ある地域活動の種を、ここでは仮に
「地域の部活動」と名付けました。

新しい利用のかたちを提案

「地域の部活動」になりそ
うな今ある地域の活動

「地域の部活動」「地域の部室」とは？

こんな活動が「地域の部活」になっ
たらいいな、というアイデア

① ② ③


